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c o n t e n t s

新春会員のつどい
平成23年1月13日（木） 16時～19時　吉祥寺第一ホテル



表紙写真　駅前再開発記念のシンボル

　沿線で先頭となった駅前イルミネーションの点燈は昭和62年から。吉祥寺駅北、といえば、ハモニカ横丁が人気だ。

　戦後の賑わいを残す、今では、ここにしかない特別区に華やかにマッチングし歳時記となっている。

撮影 「武蔵野から」フォトプレス
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　星野哲郎（本名・有近哲郎）さんが11月15日午前11時

47 分、心不全のため武蔵野市内の病院でお亡くなりに

なりました。享年85歳でした。ここに謹んでご冥福を

お祈りいたします。



（1） 平成22年12月5日 ほうじん「むさしの」 第389号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

社団 
法人 武蔵野法人会事務局 
TEL 0422（51）1441　FAX 0422（55）5544

１００年に一度の危機に遭遇していると言われる日本経済は最悪期を脱しつつあるものの

その前途は予断を許さない状況です。新しい年は明るい一年となるよう気持ちを新たに

会員の皆様とともに新春を迎えたいと思います。

平成２３年（２０１１年）の『新春会員のつどい』には、皆様お誘いあわせの上、多数ご参加

くださいますようご案内申しあげます。

お申し込みは

所定の参加申込書（別送）に記入され、参加費を下記銀行にお振込みの上、平成22年12月

22日（水）までに（社）武蔵野法人会事務局までFAXまたは郵送でお申し込み下さい。

平成22年の新春「会員のつどい」
ロビーにてお茶のサービス

◆ 日　時　平成23年１月13日（木）　受付：午後４時　開宴：午後５時～７時

◆ 場　所　吉祥寺第一ホテル

◆ 会　費　6,000円

　当日は楽しいイベントが
　　　　　　盛りだくさんです

　　　　　　　　　  お早めにお越し下さい



第389号 ほうじん「むさしの」 平成22年12月5日 （2）

－会員増強にご協力下さい－

■2010年10月4日

　シュコダ社

　チェコの老舗自動車メーカー

■2010年10月5日

　ハインデル社

　ウイーンのチョコレートメーカー　

■2010年10月7日

　ツワック社

　ハンガリー名物ウニクム酒を作る　

「悠久の歴史を見聞」 し 「現地産業の視察」をする
中欧8日間の研修旅行を実施

2010年10月2日～9日

　60周年記念海外研修旅行は、中欧のプラハ（チェコ）、ウイーン（オーストリア）、ブダペスト（ハン
ガリー）の3都市を訪問して、悠久の歴史を見聞しながら現地産業も視察するという、2つのテーマを
持って企画されたものです。
　日程は2010年10月2日から9日までの8日間、参加者28人（18法人）が集い行われました。

  海 外 研 修 旅 行

　シュコダ社

ゴルフコンペ　

　社団法人武蔵野法人会60周年記念事業の一つであるゴルフコンペが10月21日（木）に各支部からの参加者

にご来賓を合わせて90名の参加者を集めて、武蔵野ゴルフクラブにて開催された。

   当日は残念なことに冷たい雨がふりしきっていたが、参加者全員が個人の優勝だけでなく今回初めて設定さ

れた各支部対抗の団体優勝をめざして、熱いプレーを行っていた。

　また、プレー終了後は、会場を三鷹産業プラザに移して、表彰式兼パーティが開催された。

　司会を務めた記念ゴルフ実行委員の清水青年部会長と表彰式担当の久保田青年部会副部会長の場を盛り上げ

る軽妙な進行により、まず個人戦の表彰が 行われ、ウイナーズスピーチ等で会場内は大いに盛り上がった。

　そして、最後に団体戦の順位が発表され、今回のコンペは幕を閉じた。

　なお、主な結果は下記の通りである。

　個人　優　 勝 藤　野　和　雄　氏（吉祥寺北第一支部）

　個人　準優勝 高　橋　　　勇　氏（武蔵野西支部）

　個人　第３位 小　渕　昌　夫　氏（小金井南支部）

　個人　第60位（会長賞） 藤　橋　清　治　氏（三鷹西支部）

　女子　優　 勝 平　　　あづみ　氏（吉祥寺北第一支部）

　団体　優 　勝 吉祥寺北第一支部

　団体　準優勝 ご来賓チーム

　団体　第３位 小金井南支部

―― 社団法人武蔵野法人会創立60周年記念 ――
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－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

て
は
、「
税
制
改
正
に
関
す
る
法
人
会
の

提
言
」
を
報
告
し
、
大
会
宣
言
を
採
択
し

て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
引
き
続
き
第
３
部

と
し
て
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

武
蔵
野
法
人
会
か
ら
は
、
梅
根
会
長
以

下
３
人
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
熊
本
の

名
産
品
や
地
酒
な
ど
を
集

め
た
物
産
展
コ
ー
ナ
ー
も

設
営
さ
れ
、
多
く
の
参
加

者
が
熊
本
土
産
を
手
に
し

て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。大

会
は
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
の
ち
、
来
年
の
開

催
地
、
神
奈
川
県
へ
と
引

き
継
が
れ
終
了
し
ま
し
た
。

（
事
務
局
）

　
9
月
28
日（
火
）、
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
に
お
い
て
、
日
本
各
地
よ
り
2

千
人
が
集
い
、「
第
27
回
法
人
会
全
国
大
会
（
熊
本
大
会
）」
が
開
催
さ
れ
、

当
会
か
ら
は
梅
根
会
長
以
下
3
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
来
年
度
の
神
奈
川
県
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

「
第
27
回
法
人
会
全
国
大
会
（
熊
本
大

会
）」
は
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
に
お
い
て
、

日
本
各
地
よ
り
２
千
人
も
の
法
人
会
員
が

参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
第
１
部
記
念
講
演
会
、
第
２
部

全
国
大
会
式
典
、
第
３
部
懇
親
会
の
３
部

構
成
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
第
１
部
記

念
講
演
会
で
は
、

講
師
に
歴
史
家
・

作
家
で
あ
る
加
来

耕
三
氏
を
迎
え
て

「
戦
国
武
将
に
学
ぶ

リ
ー
ダ
ー
の
条
件
」

と
題
し
て
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
部
の
全
国

大
会
式
典
に
お
い

全
国
青
年
の
つ
ど
い 

青
年
部
会 

か
ら
、
矢
島
副
部
会
長
以
下
７
人
は
当
日

の
朝
、
新
幹
線
に
て
栃
木
入
り
し
た
。

全
国
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
全
国
か

ら
選
ば
れ
た
12
の
単
位
会
が
「
租
税
教
育

活
動
」
に
つ
い
て
発
表
し
、
我
々
と
同
じ

三
法
連
の
立
川
法
人
会
が
最
優
秀
賞
を
獲

得
し
た
。
２
日
目
の
本
大
会
は
３
部
構
成

で
、
第
１
部
が
式
典
、
第
２
部
は
「
笑
顔

の
日
本
語
〜
ユ
ー
モ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
〜
」と
題
し
て
、
今
年
３

月
に
６
代
目
を
襲
名
し
た
三
遊

亭
円
楽
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
。

第
３
部
が
大
懇
親
会
で
あ
っ
た
。

参
加
し
た
部
会
員
は
式
典
会

場
で
三
多
摩
地
区
の
各
単
位
会

か
ら
の
出
席
者
と
懇
親
を
深
め
、

大
会
終
了
後
に
は
栃
木
の
名
産

品
に
舌
鼓
を
打
っ
て
帰
京
の
途

に
着
い
た
。

（
青
年
部
会
長
　
清
水
宏
益
）

　
10
月
15
日（
金
）、
栃
木
県
宇
都
宮
市
に
お
い
て
、
全
法
連
主
催
に
よ
る

「
第
24
回
　
全
国
青
年
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
2
千
人
を

超
え
る
青
年
部
会
員
が
集
結
、
当
会
か
ら
は
清
水
部
会
長
と
矢
島
副
部
会

長
以
下
7
人
が
参
加
し
、
三
多
摩
地
区
か
ら
の
出
席
者
と
懇
親
を
深
め
た
。

第
24
回
全
国
青
年
の
つ
ど
い
は
、「
と

ち
ぎ
見
・
聞
・
論
！ 

〜
み
ん
な
で
見
よ

う
！ 

い
ろ
い
ろ
聞
こ
う
！ 

た
の
し
く
論

（
か
た
）
ろ
う
！
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
に
、
全
国
か
ら
２
千
人
を
超
え
る
青

年
部
会
員
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ

に
は
日
光
東
照
宮
で
有
名
な
三
猿
の
、
子

ど
も
の
う
ち
は
余
計
な
も
の
を
見
な
い
、

聞
か
な
い
、
言
わ
な
い
と
い
う
教
え
を
逆

手
に
と
り
、
今
の

世
の
中
だ
か
ら
こ

そ
「
み
ん
な
で
見

て
！ 
聞
い
て
！ 

話

そ
う
！
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

例
年
通
り
、
清

水
部
会
長
は
部
会

長
サ
ミ
ッ
ト
へ
参

加
す
る
た
め
前
日

◆
◆
◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆
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－会員増強にご協力下さい－

会報「ほうじんむさしの」リニューアルのお知らせ
新年１月号からＡ4判に変更　全面的な内容刷新

◆ 33年間続いた現在のサイズ
　2011年１月号から、社団法人武蔵野法人会の会報がリニューアルします。

　現在のサイズ（Ｂ５判変形）になったのが、1977（昭和52）年4月号からで、

かれこれ33年の歴史があります。もちろん、内容は少しずつ変化してきましたが、

ここに来てリニューアルすることにいたしました。

　

◆ 公益法人をにらみ紙面構成も見直す
　リニューアルの当初のポイントは、サイズの変更でした。会報の中に宣伝チラシ

を入れるとき、Ａ４判のチラシだとはみ出してしまい、２つ折をしてから入れてい

ます。今後、宣伝チラシを増やして収入を増やす方針でありますので、手間がかか

らないＡ４サイズに移行するというのが当初の目的でした。

　しかしながら、公益社団法人化の流れの中で、公益に沿った紙面構成も必要と判

断し、編集内容と紙面デザインも見直すことにしました。また、ホームページ

（ＨＰ）との連携を考え、詳細はＨＰに回し、あまりページ数を多くしない、読み

やすいものにすることになりました。

　

◆ 信頼できる地域の広報紙として
　さらに、公益社団法人の広報紙としての性格を出して、武蔵野法人会のエリア

の公共の場所にも配布し、公益情報を伝えるという役目も担うこととなりました。

法人会員にも喜ばれ、一般市民にも歓迎されるという紙面づくりは、簡単ではあ

りませんが、信頼できる地域の広報紙としての一面も兼ねた編集をしていきたい

と思います。

　永い間親しまれたサイズにお別れをいたしますが、武蔵野法人会の新たな歩み

にふさわしい広報紙を発行していきますので、ご理解のほどよろしくお願いいた

します。

　
　　2010 年 11  月 25  日

　

　社団法人武蔵野法人会　広報委員長　小 山  雅 巳　

　　　　　　　　　　　　担当副会長　河 村   　清　

■　公共施設など人が集まる場所に広報紙を置いて、広く市民の方々に読んでいただけるようにしていきます。
会員のみなさまのお店や会社、もしくは推薦で置かせていただける場所を募集中です。

　　事務局0422-51-1441までご一報願います。
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－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

「
2 
0 
1 
0
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
」 

  

で
チ
ラ
シ
配
布 

女
性
部
会 

女
性
部
会
は
、
こ
の
た
び
小
金
井
市
の

東
京
学
芸
大
学
で
行
わ
れ
た「
２
０
１
０
青

少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
」に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
小
金
井
商
工
会
、
小
金
井

市
役
所
を
は
じ
め
、
多
く
の
団
体
に
よ
っ
て

開
催
さ
れ
た
こ
の
祭
典
に
、
女
性
部
会
が
参

加
で
き
た
の
は
、
小
金
井
商
工
会
の
村
越
会

長
と
工
業
部
石
黒
部

会
長
の
御
協
力
に
よ

り
実
現
し
た
も
の
で

す
。か

ね
て
よ
り
中
尾

部
会
長
は
租
税
教
室

を
多
く
の
人
に
広
く

知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
望
ん
で
い
た
と

こ
ろ
、
村
越
会
長
、
石

黒
部
会
長
が
お
聞
き

届
け
く
だ
さ
り
、
参

加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
の
科
学
の
祭
典
は
120
の
ブ
ー
ス
を
大
学

構
内
に
作
り
、
公
募
に
よ
り
科
学
的
な
展
示

や
実
験
・
体
験
を
行
う
と
い
う
企
画
で
、
学

生
（
大
学
、
高
校
、
中
学
）
は
参
加
料
無
料
、

企
業
か
ら
は
参
加
料
を
納
め
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
で
今
年
度
は
８
０
０
０
人
強
の
人
々

が
参
加
し
た
そ
う
で
す
。

会
場
に
は
親
子
連
れ
や

学
生
た
ち
が
集
い
、
各

ブ
ー
ス
を
回
っ
て
学
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た

ち
も
各
ブ
ー
ス
を
回
り
、

女
性
部
会
の
租
税
教
室
の

チ
ラ
シ
を
配
り
ま
し
た
。

多
く
の
お
子
さ
ん
連
れ
の

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
や

学
生
の
皆
さ
ん
に
手
渡
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
　
倉
田
征
子
）

　
9
月
12
日
（
日
）、「
2
0
1
0
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
」
が
小

金
井
市
の
東
京
学
芸
大
学
で
行
わ
れ
、
女
性
部
会
が
参
加
し
ま
し
た
。
租

税
教
室
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
訪
れ
た
親
子
連
れ
や
学
生
な
ど
に
、

チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

委員会・部会・支部活動報告
2010（平成22）年9月～10月

１．女性部会 「2010青少年のための科学の祭典」でチラシ配布 ……………… p.5

２．不動産賃貸経営部会 「低CO2社会への取り組み」をテーマに施設見学 ………………… p.6

３．吉祥寺南支部 奥清津発電所と柏崎刈羽原子力発電所を見学必要性と安全性について考える …  p.7

４．社会貢献委員会 「青少年のための科学の祭典　東京大会」にブース参加、大盛況となる …  p.8

５．武蔵野西支部 普段着でのバーベキュー懇親会　新会員を迎え親睦を深める …  p.9

６．吉祥寺北第二支部 ジムやプールで施設体験　健康談義に花が咲く……………………   p.9

７．事業委員会 ライフプランと経営計画を実践的に学ぶ ……………………………  p.10

８．源泉部会 「小規模宅地の相続税の課税の特例見直し」「退職金の源泉徴収」について学ぶ …  p.10

９．三鷹東支部 ビール工場見学と横浜散策、横浜港クルーズで命の洗濯 ……… p.11

10．社会貢献委員会 太陽光発電施設と天然水工場見学で省エネを再認識 …………… p.11

11．厚生委員会 沼津みかん狩りと海の幸、伊豆長岡温泉を堪能…………………… p.12

12．小金井南支部 初の試み大好評　市民まつりで税金クイズ ………………………… p.13

13．税制委員会 創設された「グループ法人税制」の概要を学ぶ…………………… p.14

14．女性部会 潮来市に日帰りバス研修　心の学び舎で法話を拝聴 …………… p.14

15．青年部会 テレビドラマ『ナサケの女』　マスコミに見る税の話 …………… p.15

16．吉祥寺北第二支部 いざという時に会社や従業員を守る危機管理対策 ……………… p.15
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タ
ー
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
、
太
陽
光
発
電
、

床
暖
房
な
ど
最
新
の
オ
ー
ル
電
化
機
器

が
実
際
に
体
験
で
き
ま
す
。
今
話
題
の

太
陽
光
発
電
は
、
09
年
か
ら
の
新
た
な

買
い
取
り
制
度
に
よ
り
、
売
電
収
入
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
設
置
費
用
の

回
収
が
10
〜
15
年
で
可
能
に
な
る
水
準

と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
最
近
で
は
集

合
住
宅
へ
の
設
置
も
増
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

賃
貸
住
宅
へ
の
導
入
は
入
居
者
の
エ

コ
ロ
ジ
ー
志
向
を
つ
か
み
、
物
件
の
差

別
化
を
図
る
こ
と
が
主
な
目
的
と
な

り
ま
す
が
、
設
置
検
討
は
増
え
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
の
他
マ
ン
シ
ョ
ン

等
の
共
用
部
分
へ
の
エ
コ
キ
ュ
ー
ト

設
置
例
な
ど
、
今
後
の
賃
貸
マ
ン

シ
ョ
ン
に
参
考
と
な
る
展
示
を
多
数

見
学
で
き
ま
し
た
。

視
察
後
は
、
案
内
い
た
だ
い
た
東

京
電
力
武
蔵
野
支
社
生
活
営
業
グ

ル
ー
プ
鈴
木
課
長
様
、
同
じ
く
多
摩

支
店
山
本
課
長
様
を
交
え
懇
親
会
へ

と
場
を
移
し
、
オ
ー
ル
電
化
賃
貸
住

宅
の
今
後
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
の

場
と
し
、
研
修
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

 

（
広
報
委
員
　
森
　
正
太
郎
）

「
低
Ｃ
Ｏ
　2

社
会
へ
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に 

  
施
設
見
学 

不
動
産
賃
貸
経
営
部
会 
見
学
研
修
会 

気
汚
染
防
止
に
も
効
果
を
上
げ
て
い
る

そ
う
で
す
。
発
電
所
の
シ
ン
ボ
ル
タ

ワ
ー
地
上
200
メ
ー
ト
ル
の
排
気
塔
上
部

の
展
望
室
よ
り
、
横
浜
港
、
み
な
と
み

ら
い
地
区
の
眺
望
も
楽
し
み
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
先
を
行
く
暮
ら
し
を

体
験
で
き
る
　

続
い
て
訪
れ
た
の
は
、
オ
ー
ル
電
化

体
験
型
シ
ョ
ー
ル
ー
ム「Sw

itch! Sta-

tion

み
な
と
み
ら
い
」
で
す
。

こ
こ
で
は
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー

　
9
月
10
日
（
金
）、「
低
Ｃ
Ｏ
2

社
会
へ
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
、
東

京
電
力
武
蔵
野
支
社
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
都
市
型
発
電
所
「
横
浜
火
力

発
電
所
」と
、
オ
ー
ル
電
化
の
体
験
型
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
あ
る「S

w
itc
h
!

S
ta
tio
n

み
な
と
み
ら
い
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

人
と
環
境
に
や
さ
し
い

都
市
型
発
電
所
　

横
浜
火
力
発
電
所
は
、
１
９
６
２
年

よ
り
高
度
成
長
期
の
横
浜
地
区
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
の
重
要
な
使
命
を
担
っ
て

き
た
発
電
所
で
す
。
98
年
か
ら
は
高
効

率
で
環
境
に
や
さ
し
い
Ａ
Ｃ
Ｃ
（
改
良

型
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
）
発
電
方

式
の
設
備
を
増
設
し
、
現
在
は
出
力
332

万
５
千
Ｋ
Ｗ
規
模
の
主
力
発
電
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｃ
Ｃ
発
電
方
式
と

は
、
従
来
ボ
イ
ラ
で
燃
料
を
燃
や
し
て

蒸
気
を
つ
く
り
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
汽
力

発
電
と
、
燃
焼
器
内
の
圧
縮
空
気
中
で

燃
料
を
燃
や
し
、
そ
の
強
力
な
膨
張
力

で
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
発
電
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
型
発
電

方
式
で
、
単
独
の
汽
力
発
電
よ
り
も
熱

効
率
を
高
め
燃
料
の
有
効
利
用
が
で
き

る
省
エ
ネ
型
発
電
設
備
で
す
。

ち
な
み
に
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
構
造
は

航
空
機
用
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
と
同
じ

と
の
こ
と
。
発
電
所
内
部
の
タ
ー
ビ
ン

フ
ロ
ア
で
合
計
８
基
の
巨
大
な
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
が
轟
音
を
響
か
せ
な
が
ら
稼

動
し
て
い
る
様
子
は
、
さ
な
が
ら
離
陸

を
待
つ
航
空
機
を
彷
彿
と
さ
せ
る
壮
観

な
も
の
で
し
た
。
都
市
型
発
電
所
と
し

て
、
熱
効
率
向
上
で
燃
料
の
有
効
利
用

と
、
煤
じ
ん
を
排
出
し
な
い
Ｌ
Ｎ
Ｇ

（
液
化
天
然
ガ
ス
）燃
料
を
使
用
し
、
大
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ン
で
あ
る
が
、
豪
雨
の
た
め
叶
わ
な

か
っ
た
。

発
電
所
内
部
は
見
学
で
き
な
い
が
、

５
分
の
１
の
原
子
炉
模
型
を
見
な
が
ら

説
明
を
受
け
る
。
原
子
力
発
電
は
ウ
ラ

ン
を
核
分
裂
さ
せ
る
の
で
、
放
射
性
物

質
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
原
子
炉

格
納
容
器
な
ど
５
重
の
壁
に
閉
じ
込
め

る
安
全
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
は
今
後
も
増
加
の
一
途

を
た
ど
り
、
そ
の
安
定
供
給
と
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
に
も
原
子
力
の
必
要

性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か

し
原
子
力
が
安
全
で
あ
る
と

人
々
に
意
識
付
け
す
る
の
は
大

変
で
は
な
い
の
か
。
放
射
性
廃

棄
物
は
地
中
に
処
分
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
安
全
性
に
つ

い
て
参
加
者
の
多
く
が
心
配
を

し
て
い
た
。

帰
路
で
は
、
新
潟
県
中
越
沖

地
震
か
ら
奇
跡
的
な
復
興
を
遂

げ
た
原
酒
造
で
、
麹
の
香
り
に

魅
せ
ら
れ
、
吉
祥
寺
に
戻
っ
た
。

む
す
び
に
、
東
京
電
力
の
皆
様

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。

 

（
広
報
委
員
　
飯
村
雅
洋
）

奥
清
津
発
電
所
と
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
見
学 

必
要
性
と
安
全
性
に
つ
い
て
考
え
る 

吉
祥
寺
南
支
部 
1
泊
2
日
研
修
会 

い
雷
雨
の
な
か
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電

所
に
到
着
。
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ル
で
身
分

証
明
書
に
よ
る
見
学
者
の
本
人
確
認
の

手
続
き
を
済
ま
せ
、
厳
重
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
施
設
の

ゲ
ー
ト
を
通
過
。
バ
ス
に
乗
車
し
た
ま

ま
柏
崎
市
の
１
〜
４
号
機
と
、
刈
羽
村

の
５
〜
７
号
機
を
見
学
。
こ
の
原
子
力

発
電
所
は
、
柏
崎
市
と
刈
羽
村
に
ま
た

が
る
約
420
万
㎡
の
敷
地
に
あ
る
世
界
最

大
の
原
子
力
発
電
所
で
あ
る
。
晴
天
で

あ
れ
ば
海
が
一
望
で
き
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ

　
9
月
11
日
（
土
）、
12
日
（
日
）、
東
京
電
力
の
ご
協
力
に
よ
り
、
電
源

開
発
・
奥
清
津
発
電
所
と
東
京
電
力
・
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
見
学

し
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と
、
安
全
性
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
１
泊
2
日
の
バ
ス
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
最
大
級
の

揚
水
式
水
力
発
電
所
　

11
日
早
朝
、
吉
祥
寺
に
て
東
京
電
力

の
バ
ス
に
乗
車
、
車
中
で
資
源
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
の
電
気
と
環
境
お
よ
び
、

奥
清
津
発
電
所
に
つ
い
て
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
な
が
ら
新
潟
県
湯
沢
町

に
到
着
。
昼
食
を
済
ま
せ
奥
清
津
発
電

所
の
見
学
と
な
っ
た
。

こ
の
発
電
所
は
最
大
出
力
160
万
Ｋ
Ｗ

の
日
本
最
大
級
の
揚
水
式
水
力
発
電
所

で
、
電
気
の
消
費
が
多
い
昼
間
、
上
部

調
整
池
か
ら
下
部
調
整
池
へ
水
を
落
と

し
て
発
電
し
、
電
気
の
消
費
が
少
な
い

夜
間
に
下
部
調
整
池
か
ら
上
部
調
整
池

へ
ポ
ン
プ
で
揚
水
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
周
辺
の
山
か
ら
切
り
出
し
た

岩
石
を
積
み
上
げ
た
高
さ
90
メ
ー
ト
ル

の
ダ
ム
に
立
ち
、
発
電
所
と
調
整
池
を

眺
め
た
。
な
か
な
か
の
景
観
で
あ
る
。

国
立
公
園
内
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、

自
然
破
壊
を
し
な
い
配
慮
が
な
さ
れ
て

い
る
。

発
電
機
室
に
続
い
て
、
ひ
ん
や
り
と

し
た
ト
ン
ネ
ル
内
で
は
水
圧
鉄
管
に
触

れ
、
猛
暑
を
忘
れ
る
ひ
と
時
で
あ
っ

た
。
２
時
間
余
り
の
見
学
を
終
え
、
夕

刻
宿
泊
先
の
柏
崎
市
に
あ
る
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
松
島
に
到
着
し
た
。

厳
重
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の

原
子
力
発
電
所
　

翌
朝
、
昨
晩
か
ら
降
り
始
め
た
激
し
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と
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
准
教
授
の
曽
根
理
嗣
先

生
の
最
新
画
像
や
映
像
を
使
用
し
た
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で

は
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
の
精

密
模
型
や
パ
ネ
ル
展
示
、
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
中
央
に
は
、
は
や
ぶ
さ
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
フ
ラ
ッ
グ
を
用
意
し
、
来
場
者

に
は
や
ぶ
さ
へ
の
思
い
を
書
い
て
も
ら

い
ま
し
た
。
教
室
で
は
、
は
や
ぶ
さ
を

題
材
と
し
た
紙
芝
居
や
関
連
図
書
の
展

示
を
行
い
、
来
場
者
に
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
提

供
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ロ
グ
ラ
ム

シ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
小
学
生
を
中

心
に
、
計
画
を
超
え
る
800
人
の
来
場
者

が
あ
り
ま
し
た
。

運
営
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
ミ
ク
シ
ィ
な

ど
で
呼
び
か
け
た
６
名
の
方
と
市
内
の

中
学
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
齢
や
性
別
も
違

う
ス
タ
ッ
フ
で
し
た
が
、
開
催
当
日
に

初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
よ
く
、
大
き
な

事
故
も
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

 

（
社
会
貢
献
委
員
会
　
橋
田
靖
彦
）

「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
　

東
京
大
会
」
に 

  

ブ
ー
ス
参
加
、大
盛
況
と
な
る 

社
会
貢
献
委
員
会 
事
業
報
告 

や
ぶ
さ
の
苦
難
の
旅
を
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
職

員
の
講
演
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
、
精
密
模

型
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
で
、
次
世
代
を

担
う
青
少
年
た
ち
に
体
験
し
て
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
宇
宙
や
未
来
へ
の
大

き
な
夢
を
育
む
こ
と
を
今
回
の
目
的
と

し
て
い
ま
し
た
。

800
人
の
来
場
者
で
大
盛
況
　

大
講
義
室
で
は
Ｃ
Ｇ
映
画
の
上
映

　
9
月
12
日（
日
）、
東
京
学
芸
大
学
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
さ
れ

た
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
　
東
京
大
会
」
に
、
社
会
貢
献
委
員

会
で
は
「
青
少
年
に
伝
え
た
い
探
査
機
は
や
ぶ
さ
の
旅
」
と
い
う
ブ
ー
ス

名
で
参
加
、
800
人
を
越
え
る
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

「
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
」の

技
術
を
紹
介
　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
小
・
中
学
生
な
ど

の
青
少
年
た
ち
を
対
象
に
、
科
学
の
楽

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
か

れ
る
も
の
で
、
小
金
井
市
に
本
拠
地
が

あ
る
東
京
学
芸
大
学
、
東
京
農
工
大

学
、
法
政
大
学
、
な
ど
の
教
育
機
関
が

協
力
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
入
場
者

数
も
１
万
人
近
く
に
達
し
、
日
本
で
最

大
級
の
科
学
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成
長
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
会
場
の
東
京
学
芸

大
学
に
、
社
会
貢
献
委
員
会
も
ブ
ー
ス

参
加
を
行
い
、
青
少
年
た
ち
へ
の
科
学

知
識
の
普
及
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

「
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
」
は
２
０

０
３
年
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
小
惑
星
へ

の
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
や
ア
ポ
ロ
計
画
以
来

の
サ
ン
プ
ル
採
取
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

世
界
初
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

人
類
初
の
小
惑
星
か
ら
の
往
復
航
行
を

行
い
今
年
６
月
13
日
に
地
球
に
帰
還
。

日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
中
か
ら
注
目

を
集
め
ま
し
た
。
航
行
中
に
は
何
度
も

帰
還
不
能
の
危
機
が
あ
り
ま
し
た
が
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構
）
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
卓
越
し
た
技

術
や
方
法
で
危
機
を
乗
り
越
え
て
無
事

に
帰
還
し
、
日
本
全
国
に
感
動
を
与
え

ま
し
た
。

日
本
の
科
学
技
術
の
粋
を
集
め
た
は
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普
段
着
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
懇
親
会
　 

新
会
員
を
迎
え
親
睦
を
深
め
る 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
懇
親
会 

武
蔵
野
西
支
部 

支
部
の
合
併
を
記
念
し
て
は
じ
ま
っ
た

こ
の
会
も
、
今
年
で
３
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
当
日
は
台
風
12
号
の
影
響
で
激
し
い
雨

風
の
朝
で
し
た
が
、
集
合
の
11
時
に
は
一
転

し
て
み
る
み
る
明
る
く
な
り
、
か
ん
か
ん
照

り
と
な
り
ま
し
た
。

本
部
か
ら
は
近
藤
副
会
長
、
黒
宮
局
長

も
参
加
さ
れ
、
ス
ー
ツ
を
脱
い
だ
思
い
思
い

の
普
段
着
で
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
を
楽
し
み
ま
し

た
。
今
年
は
秋
の
開

催
な
の
で
、
メ
イ
ン

は
炭
火
焼
き
の
秋

刀
魚
で
す
。

一
杯
頂
い
て
か

ら
、
有
志
に
よ
る
自

己
紹
介
で
は
、
お
子

さ
ん
連
れ
の
「
お
父

さ
ん
企
業
家
」
や
自

社
Ｐ
Ｒ
を
す
る
方
々
が
次
々
と
ビ
ー
ル
ケ
ー

ス
の
演
台
に
上
が
り
ま
し
た
。

宴
た
け
な
わ
で
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
は
、

今
回
は
特
に「
地
域
の
会
員
企
業
の
商
品
を

景
品
に
」空
ク
ジ
な
し
。
豪
華
景
品
の
中
身

は
、
折
り
た
た
み
自
転
車
、
扇
風
機
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
器
、
地
元
レ
ス
ト
ラ
ン
の
お
食
事

券
、
メ
ロ
ン
、
お
米
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

招
待
券
等
々
。

ど
な
た
の
行
い
が
良
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
晴
天
に
恵
ま

れ
、
ビ
ー
ル
も
美
味
し
く
、
は

じ
け
ん
ば
か
り
の
皆
様
の
楽
し

そ
う
な
写
真
が
全
て
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。
い
つ
も
な
が
ら
、

会
場
を
お
借
り
し
た
高
橋
家
の

皆
様
、
景
品
を
提
供
い
た
だ
い

た
役
員
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
　

（
広
報
委
員
　
宍
戸
美
恵
子
）

　
9
月
25
日
（
土
）
午
後
1
時
よ
り
、
武
蔵
野
自
動
車
教
習
所
会
長
の
高

橋
勇
氏
宅
に
て
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
懇
親
会
を
開
催
。
参
加
者
は
100
人
。
晴

天
に
恵
ま
れ
、
前
年
度
の
新
会
員
の
歓
迎
会
を
合
わ
せ
て
、
会
員
間
の
一

層
の
交
流
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

ジ
ム
や
プ
ー
ル
で
施
設
体
験 

健
康
談
義
に
花
が
咲
く 

吉
祥
寺
北
第
二
支
部 

研
修
会 

当
日
は
ま
ず
、
約
１
時
間
に
わ
た
っ
て

メ
ガ
ロ
ス
三
鷹
の
ジ
ム
や
プ
ー
ル
等
の
す
べ

て
の
施
設
体
験
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
「
健
康
栄
養
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て

武
蔵
野
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
の
管
理
栄

養
士
で
あ
る
百
合
本
真
弓
先
生
を
講
師
に
お

迎
え
し
、「
猛
暑
に
負
け
な
い
！
　
食
事
で

元
気
な
カ
ラ
ダ
づ
く

り
」
を
お
話
い
た
だ

い
た
。
特
に
暑
か
っ

た
今
年
の
夏
を
終
え

て
、
最
も
夏
バ
テ
し

や
す
い
こ
の
時
期
に
、

食
事
か
ら
で
き
る
元

気
な
カ
ラ
ダ
の
維
持

方
法
を
、
パ
ソ
コ
ン

の
画
面
を
使
っ
て
わ

か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
「
健
康
運
動

教
室
」で
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
を
使
用

し
た
自
宅
で
も
簡
単
に
で
き
る
姿
勢
の
改
善

に
つ
い
て
、
メ
ガ
ロ
ス
三
鷹
の
健
康
運
動
指

導
士
で
あ
る
伊
部
信
吾
先
生
よ
り
実
技
指
導

を
し
て
い
た
だ
い
た
。

普
段
は
な
か
な
か
定
期
的
に
体
を
動
か

す
機
会
の
な
い
参
加
者
た
ち
も
、
額
に
汗
を

浮
か
べ
な
が
ら
運
動
し
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
情
報
交

換
会
で
も
普
段
と
は
異
な
り
、

あ
ち
こ
ち
で
健
康
談
義
が
行

わ
れ
て
い
た
。

ち
な
み
に
、
若
い
ほ
ど
筋

肉
痛
が
早
く
出
る
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
今
回
の
参
加
者

は
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

数
日
後
に
筋
肉
痛
に
な
っ
た

人
が
多
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

（
吉
祥
寺
北
第
二
支
部
　
　

副
支
部
長
　
山
本
知
章
）

　
9
月
27
日
（
月
）、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
メ
ガ
ロ
ス
三
鷹
に
お
い
て
「
健

康
栄
養
セ
ミ
ナ
ー
＆
健
康
運
動
教
室
」
が
開
催
さ
れ
た
。
ジ
ム
や
プ
ー
ル

等
す
べ
て
の
施
設
を
使
っ
て
の
体
験
お
よ
び
、
栄
養
士
に
よ
る
講
義
、
健

康
運
動
指
導
士
に
よ
る
実
技
指
導
が
行
わ
れ
た
。
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「
小
規
模
宅
地
の
相
続
税
の
課
税
の
特
例
見
直
し
」 

「
退
職
金
の
源
泉
徴
収
」
に
つ
い
て
学
ぶ 

源
泉
部
会 

研
修
会 

研
修
会
に
は
武
蔵
野
税
務
署
よ
り
小
山

副
署
長
、
能
渡
法
人
課
税
第
二
統
括
官
も

お
見
え
に
な
り
、
榎
本
部
会
長
、
小
山
副

署
長
の
ご
挨
拶
の
後
、
講
義
が
始
ま
り
ま

し
た
。

法
人
課
税
第
二
部
門
平
田
氏
に
は
「
退

職
金
の
源
泉
徴
収
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

講
義
い
た
だ
き
ま
し

た
。
退
職
所
得
と
は
原

則
と
し
て
退
職
手
当
、

一
時
恩
給
、
そ
の
他
の

退
職
に
よ
り
受
け
る
給

与
で
す
が
、
退
職
給
与

が
ど
こ
ま
で
含
ま
れ
る

か
、
そ
の
範
囲
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
所
得
の
収

入
す
べ
き
時
期
、
退
職

所
得
の
税
額
計
算
の
仕

方
、
勤
続
年
数
に
応
じ
て
一
定
額
を
控
除

で
き
る
退
職
所
得
控
除
に
つ
い
て
も
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
資
産
課
税
第
一
部
門
綱
川
氏
に

は
、
平
成
22
年
度
の
「
小
規
模
宅
地
の
相

続
税
の
課
税
の
特
例
の
見
直
し
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
規
模
宅
地
の
相
続
税
の

特
例
は
、
相
続
し
て
事
業

や
居
住
を
継
続
し
な
い
場

合
、
廃
止
さ
れ
、
概
ね
軽

減
割
合
が
改
正
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
講
義

は
改
正
の
全
容
を
解
説
し

て
い
た
だ
く
に
は
時
間
が

足
り
ず
、
終
了
後
に
個
人

的
に
聞
き
に
行
く
会
員
も

い
ま
し
た
。

（
源
泉
部
会
　
三
澤
建
美
）

　
10
月
7
日
（
木
）
午
後
3
時
よ
り
法
人
会
館
に
て
、
源
泉
部
会
主
催
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
武
蔵
野
税
務
署
よ
り
講
師
を
お
迎
え
し
、
退

職
金
の
源
泉
徴
収
や
相
続
税
の
課
税
の
特
例
見
直
し
に
つ
い
て
、
約
１
時

間
半
、
70
人
ほ
ど
の
会
員
が
熱
心
に
勉
強
し
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
経
営
計
画
を
実
践
的
に
学
ぶ 

事
業
委
員
会 
研
修
会 

講
師
に
は
、
む
さ
し
の
税
理
士
法
人
代

表
社
員
、
株
式
会
社
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
レ
ー

ン
代
表
取
締
役
の
静
間
俊
和
氏
を
お
招
き
し

ま
し
た
。
ま
ず
20
分
間
で
、
現
在
の
年
齢
か

ら
80
歳
ま
で
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン｢

人
生
企
画｣

を
個
々
に
シ
ー
ト
に
記
入
し
ま
し
た
。
１
日

24
時
間
、
人
生
80
年
と
し
て
、
７
０
０
８
０

０
時
間
（
七
転
び
八
起
き
）
で
す
。
骨
子
と

し
て
人
生
の
目
的
・
目
標
・
過
去
の
反
省
点
・

現
在
の
状
況
・
今
後
の
改
善
点
を
箇
条
書
き

に
す
る
の
で
す
が
、

そ
の
難
し
い
こ
と
。

お
客
様
に
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
を
作
成
し
て
い

る
の
に
自
分
の
分
が

出
来
て
い
な
か
っ
た

と
勇
気
を
も
っ
て
発

言
し
た
方
も
お
ら
れ

ま
し
た
。

次
に
、
自
社
の
事

業
分
析
シ
ー
ト
へ
の

記
入
。
い
い
機
会
を
作
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

自
社
事
業
の
短
期
・
中
期
・
長
期
経
営
計
画

に
加
え
て
、
定
年
の
な
い
経
営
者
が
い
つ
引

退
し
、
い
つ
事
業
継
承
を
す
る
の
か
、
役
員
・

社
員
の
人
事
計
画
な
ど
、
経
営
者
の
頭
の
中

に
し
ま
っ
て
お
く
の
で
は
な
く
、
透
明
性
を

も
っ
て
開
示
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の
事

で
し
た
。

ま
た
、
家
族
や
従
業
員
に
も
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
を
作
成
さ
せ
、
親
と
し
て
経
営
者
と
し

て
、
プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・
チ
ェ
ッ
ク
・

ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
行
す
べ
き
と

痛
感
し
た
と
共
に
、
全
て
夢
・
目

標
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
と

再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
伊
藤
事
業
委
員
長
よ

り
謝
辞
と
、
参
加
さ
れ
た
会
員

の
方
と
同
じ
時
間
を
共
有
で
き

た
事
に
感
謝
し
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

（
事
業
副
委
員
長
　
木
村
和
史
）

　
10
月
6
日
（
水
）
午
後
1
時
半
よ
り
法
人
会
会
議
室
に
て
、
静
間
俊
和

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
個
人
に
は
『
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
』、
会
社
に
は
経
営
計

画
を
！
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
。
2
時
間
の
講
義
に
40
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
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ビ
ー
ル
工
場
見
学
と
横
浜
散
策
、 

横
浜
港
ク
ル
ー
ズ
で
命
の
洗
濯 

三
鷹
東
支
部 
研
修
バ
ス
旅
行 

ず
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
な
さ
い
」と
つ
ぶ
や
き
な

が
ら
通
り
過
ぎ
ま
す
。
昼
食
後
は
横
浜
散

策
。
元
町
や
中
華
街
で
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
み

ま
し
た
。

最
後
は
横
浜
港
で
ク
ル
ー
ズ
＆
デ
ィ

ナ
ー
で
す
。
赤
レ
ン
ガ
、
観
覧
車
、
建
ち
並

ぶ
ビ
ル
を
ク
ル
ー
ザ
ー
か
ら
眺
め
つ
つ
美
味

し
い
料
理
に
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
。
約
２
時

間
、
三
鷹
市
の
今
後
や
仕
事
に
つ
い
て
語
っ

た
り
た
わ
い
も
な
い
冗
談
で
大

爆
笑
し
た
り
と
、
ま
た
明
日
か
ら

一
生
懸
命
働
い
て
い
こ
う
!!
　

と
本
当
に
命
の
洗
濯
に
な
り
ま

し
た
。

私
は
本
当
に
三
鷹
東
支
部
の

一
員
で
よ
か
っ
た
と
再
認
識
。
皆

さ
ん
、
ま
た
の
ご
参
加
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
役
員
の
皆
様
お
疲
れ

様
で
し
た
。
来
年
は
目
指
せ
バ
ス

２
台
！
　
必
ず
着
る
ぞ
■ 

特
大

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
■ 

（
広
報
委
員
　
伊
藤
さ
と
み
）

　
10
月
8
日
（
金
）、
秋
の
日
帰
り
研
修
バ
ス
旅
行
と
し
て
、
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
工
場
見
学
へ
男
女
各
18
人
計
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
バ
ス
内
で
は
税

の
研
修
、
厨
子
で
の
昼
食
、
横
浜
で
は
散
策
と
ク
ル
ー
ズ
を
堪
能
し
、
明

日
か
ら
の
活
力
を
養
い
ま
し
た
。

バ
ス
に
乗
り
朝
食
向
け
の
バ
ナ
ナ
か
ら
、

役
員
が
吟
味
し
た
自
慢
の
お
菓
子
を
配
り
出

発
進
行
。「
税
の
研
修
」
で
勉
強
の
後
は
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
生
麦
工
場
へ
一
直
線
!!
　
バ
ス

ツ
ア
ー
の
プ
ロ
は
キ
リ
ン
、
ア
サ
ヒ
、
サ
ン

ト
リ
ー
、
ど
こ
で
も
オ
ー
ケ
ー
。
皆
と
一
緒

な
ら
試
飲
ビ
ー
ル
の
な
ん
と
美
味
し
い
こ
と

!!
「
キ
リ
ン
」
の
お
姉
さ
ん
楽
し
い
説
明
あ

り
が
と
う
。

お
昼
は
逗
子
マ

リ
ー
ナ
で
、
青
い
海

と
青
い
空
、
地
中
海

の
レ
ス
ト
ラ
ン
の

よ
う
。「
あ
あ
30
年

前
に
も
ど
ら
な
い

か
し
ら
、
も
う
一
度

相
手
を
吟
味
し
て

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド

レ
ス
が
着
た
い
」と

思
っ
て
い
る
横
を

人
生
の
先
輩
達
が

「
無
理
、
無
理
」「
ま

太
陽
光
発
電
施
設
と
天
然
水
工
場
見
学
で 

省
エ
ネ
を
再
認
識 

社
会
貢
献
委
員
会 

環
境
見
学
研
修
会 

最
初
に
見
学
し
た
太
陽
光
発
電
普
及
研

究
施
設
は
、
北
杜
市
と
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
が
独
立
行
政
法
人
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
）か
ら
委
託
を
受
け
、
各
種
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
実
証
、
研
究
す
る
施
設
で
あ

る
。北

杜
市
役
所
生
活
環
境
部
環
境
課
地
球

温
暖
化
対
策
担
当
の
小
尾
彰
氏
に
、
お
話
を

伺
っ
た
。
年
平
均
の

日
照
時
間
が
安
定

し
て
い
て
高
原
性

の
冷
涼
な
気
候
が
、

こ
の
場
所
が
選
ば

れ
た
理
由
で
あ
る

こ
と
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
に
よ
る
発
電
量

が
最
も
多
い
季
節

は
冬
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
説
明
い
た

だ
い
た
。

清
里
で
の
昼
食
後
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
天

然
水
白
州
工
場
に
て
「
サ
ン
ト
リ
ー
天
然

水
」の
製
造
工
程
を
見
学
し
た
。
同
じ
天
然

水
で
も
関
東
地
区
で
販
売
さ
れ
て
い
る
の

は
、「
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
　
南
ア
ル
プ
ス
」

で
、
ほ
か
に
も「
奥
大
山（
お
く
だ
い
せ
ん
）」

と
「
阿
蘇
」
が
あ
る
こ
と
や
、
人
間
の
手
で

は
作
る
こ
と
の
で
き
な
い
原
水
を
守
る
た
め

に
、
自
然
と
の
共
生
を
図
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
工
場
の
屋
根

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
生

産
設
備
の
電
力
の
最
大
20
％
を

ま
か
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
膨
ら
ま
せ
る
圧
縮
空

気
や
様
々
な
場
面
で
利
用
す
る

水
を
循
環
利
用
す
る
こ
と
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
を
削
減
す

る
な
ど
、
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
心
が
け
て
い
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

（
社
会
貢
献
委
員
長
　
藤
橋
清
治
）

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
10
月
18
日（
月
）、
山
梨
県
北
杜
市
の
太
陽
光
発
電
普

及
研
究
施
設
と
、
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
白
州
工
場
の
2
カ
所
の
見
学
研
修

会
を
開
催
。
参
加
者
か
ら
は
、
次
回
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
好
評
で
し
た
。
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こ
と
に
一
同
は
感
動
。
参
加
者
の
輪
が

み
か
ん
の
木
を
取
り
巻
く
よ
う
に
無
数

に
会
場
に
咲
き
乱
れ
、
初
秋
の
空
を
見

上
げ
れ
ば
、
穏
や
か
な
巻
き
雲
が
空
一

面
に
パ
ス
テ
ル
画
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン

を
描
い
て
い
た
。

楽
し
い
み
か
ん
狩
り
の
時
間
も
過

ぎ
、
伊
豆
長
岡
温
泉
の
山
田
家
へ
と
移

動
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
新
鮮
な
も
ぎ

た
て
み
か
ん
を
堪
能
し
、
和
食
三
昧
の

美
味
し
い
食
事
と
同
会
場
で

の
予
定
外
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会

が
あ
り
、
参
加
者
は
み
な
満

足
し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

帰
路
は
東
名
高
速
か
ら
河

口
湖
経
由
中
央
高
速
回
り
で

途
中
事
故
渋
滞
が
あ
っ
た

が
、
車
中
で
は
恒
例
の
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
順

調
に
三
鷹
駅
に
到
着
。
初
秋

の
日
帰
り
み
か
ん
狩
り
バ
ス

ツ
ア
ー
は
感
激
と
満
足
と
充

実
の
う
ち
に
閉
会
と
な
っ

た
。

 

（
厚
生
委
員
　
高
橋
俊
雄
）

厚
生
委
員
会 
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー 

沼
津
み
か
ん
狩
り
と
海
の
幸
、 

伊
豆
長
岡
温
泉
を
堪
能 

の
あ
と
温
泉
地
に
立
ち
寄
れ
ば
、
二
度

美
味
し
い
ツ
ア
ー
が
堪
能
で
き
る
。
と

い
う
わ
け
で
今
年
は
静
岡
沼
津
の
み
か

ん
狩
り
と
、
伊
豆
長
岡
の
温
泉
と
楽
し

い
昼
食
バ
ス
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

た
わ
わ
に
実
る
み
か
ん
に
感
動

　みか
ん
園
で
は
、
小
さ
な
木
い
っ
ぱ

い
に
咲
き
乱
れ
る
と
い
う
表
現
が
似
合

う
ほ
ど
、
た
わ
わ
に
実
を
つ
け
て
い
る

　
10
月
16
日
（
土
）
早
朝
か
ら
好
天
に
恵
ま
れ
、
創
立
60
周
記
念
事
業
の

第
2
弾
と
し
て
、
恒
例
の
秋
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

沼
津
で
の
み
か
ん
狩
り
や
海
の
幸
、
伊
豆
長
岡
温
泉
を
堪
能
。
38
人
が
参

加
し
大
好
評
で
し
た
。

絶
好
の
行
楽
日
和
に
大
満
足

早
朝
よ
り
三
鷹
駅
前
に
定
刻
通
り
に

参
集
し
た
の
は
大
人
35
人
、
子
ど
も
３

人
合
計
38
名
の
陣
容
で
あ
る
。
恒
例
の

春
の
潮
干
狩
り
、
秋
の
ぶ
ど
う
狩
り

（
今
年
は
み
か
ん
狩
り
）と
、
厚
生
委
員

会
主
催
の
事
業
は
公
益
法
人
へ
向
け
て

実
績
を
残
す
こ
と
と
思
う
。

さ
て
大
型
バ
ス
は
東
名
高
速
の
川
崎

Ｉ
Ｃ
か
ら
一
路
、
静
岡
沼
津
方
面
へ
。

山
口
厚
生
委
員
長
は
じ
め
ひ
と
通
り
の

挨
拶
の
後
は
、
車
内
で
三
澤
厚
生
委
員

よ
り
税
に
関
す
る
ク
イ
ズ
が
あ
り
、
楽

し
い
雰
囲
気
で
盛
り
上
が
る
。

当
日
は
絶
好
の
行
楽
日
和
で
東
名
高

速
も
順
調
に
流
れ
、
参
加
者
は
日
頃
の

行
い
が
良
い
か
ら
だ
と
自
画
自
賛
。
途

中
、
港
南
Ｓ
Ａ
、
駒
門
Ｓ
Ａ
で
ト
イ
レ

休
憩
を
と
り
、
予
定
通
り
に
沼
津
み
か

ん
狩
り
会
場
へ
到
着
。
み
か
ん
園
の

オ
ー
ナ
ー
か
ら
、
み
か
ん
狩
り
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
。
辺
り
一

面
は
み
か
ん
山
と
言
っ
て
も
良
い
く
ら

い
に
、
な
だ
ら
か
な
斜
面
い
っ
ぱ
い
み

か
ん
の
木
で
あ
る
。

こ
こ
で
み
か
ん
狩
り
と
温
泉
に
つ
い

て
一
言
。
静
岡
周
辺
に
は
温
暖
な
気
候

を
い
か
し
た
、
た
く
さ
ん
の
み
か
ん
園

が
あ
り
10
月
頃
か
ら
楽
し
め
る
。
み
か

ん
が
終
わ
る
と
八
朔
や
甘
夏
み
か
ん
狩

り
が
で
き
る
と
の
こ
と
。
み
か
ん
狩
り
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で
説
明
を
受
け
な
が
ら
納
得
さ
れ
、
税

金
へ
の
関
心
が
深
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
例
年
の
活
動
に
比
べ
て
法
人
会
会

員
の
増
強
に
は
あ
ま
り
つ
な
が
ら
な
い

も
の
の
、
市
民
の
皆
様
に
税
金
の
意
義

を
考
え
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

次
回
へ
の
提
言
は
次
の
通
り
で
す
。

１． 

問
題
へ
の
取
り
組
み
が
真
剣
に
な

る
よ
う
正
答
数
に
よ
っ
て
賞
品
を
変

え
る

２． 

問
題
の
数
や
レ
ベ
ル
を
上
げ
て

　
回
答
者
の
達
成
感
を
目
指
す

３． 

問
題
用
紙
を
数
種
類
用
意
し
て

　
カ
ン
ニ
ン
グ
で
き
な
い
よ
う
に
す

　
るま

た
、
税
務
相
談
な
ど
を
希
望
す
る

方
の
た
め
に
税
務
署
の
方
に
よ
る
相
談

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
る
と
良
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
秋
晴
れ
の
爽
や
か
な

日
に
、
料
理
研
究
家
の
バ
ー
バ
ラ
寺

岡
さ
ん
も
か
け
つ
け
て
、
一
緒
に
税

金
問
題
を
取
り
組
ん
で
頂
き
ま
し
た

（
写
真
中
央
）。
お
手
伝
い
い
た
だ
い

た
皆
様
に
は
感
謝
い
た
し
ま
す
。

 

（
小
金
井
南
支
部
　
熊
本
誠
司
）

小
金
井
南
支
部 
小
金
井
な
か
よ
し
市
民
ま
つ
り 

初
の
試
み
大
好
評
　 

市
民
ま
つ
り
で
税
金
ク
イ
ズ 

金
ク
イ
ズ
に
挑
戦
す
る
人
た
ち
の
行
列

が
で
き
て
用
意
し
た
食
事
券
が
初
日
で

終
了
。
160
部
用
意
し
た
問
題
も
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
急
き
ょ
支
部
長
と
交

渉
の
上
、
食
事
券
と
問
題
を
追
加
し
て

２
日
目
に
備
え
ま
し
た
。

税
金
ク
イ
ズ
に
は
、
問
題
と
は
別
に

解
説
入
り
の
回
答
編
を
用
意
し
て
い
た

の
で
、
回
答
者
の
皆
様
は
答
え
合
わ
せ

　
10
月
16
日
（
土
）
17
日
（
日
）
の
両
日
、
小
金
井
公
園
に
て
小
金
井
市

民
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
女
性
部
会
の
協
力
で
税
金
ク
イ
ズ
や
シ
ャ
ボ
ン
玉

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
企
画
し
ま
し
た
。
食
事
券
も
大
人
気
で
、
市
民
の
皆
様

に
税
金
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。

特
性
シ
ャ
ボ
ン
玉
と

税
金
ク
イ
ズ
　

小
金
井
北
・
南
両
支
部
は
毎
年
、
小

金
井
市
の
市
民
ま
つ
り
に
参
加
し
て
法

人
会
の
広
報
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
租
税
教
室
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
女

性
部
会
の
協
力
を
得
て
、
税
金
ク
イ
ズ

の
回
答
者
に
食
事
券
を
差
し
上
げ
る
と

い
う
企
画
で
す
。
16
日
に
は
女
性
部
会

の
栗
田
多
美
子
副
部
会
長
と
家
倉
敬
子

さ
ん
、
17
日
に
は
中
尾
淳
子
部
会
長
と

倉
田
征
子
さ
ん
、
佐
薙
輝
代
子
さ
ん
の

応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

祭
り
が
始
ま
る
と
毎
年
恒
例
の
風
船

配
り
と
、
法
人
会
特
製
の
大
き
な
シ
ャ

ボ
ン
玉
コ
ー
ナ
ー
に
子
ど
も
た
ち
が
集

ま
り
、
親
た
ち
も
誘
わ
れ
て
税
金
ク
イ

ズ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
初
の
試
み
の

た
め
不
安
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
親
子

が
そ
れ
ぞ
れ
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
、
正

解
す
る
と
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
が
出
る
な
ど

す
ご
い
盛
り
上
が
り
で
す
。

初
日
に
は
武
蔵
野
税
務
署
か
ら
小
山

副
署
長
さ
ん
と
関
矢
審
理
担
当
上
席
さ

ん
が
、
２
日
目
に
は
鈴
木
法
人
第
一
統

括
さ
ん
に
応
援
い
た
だ
き
、
改
め
て
皆

様
方
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

う
れ
し
い
悲
鳴

食
事
券
配
布
　

税
務
署
の
方
々
が
お
ら
れ
る
中
、
税
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潮
来
市
に
日
帰
り
バ
ス
研
修 

心
の
学
び
舎
で
法
話
を
拝
聴 

女
性
部
会 

研
修
会 

あ
り
ま
す
。
歳
を
重
ね
る
と
「
心
」
を
安
ら

か
に
保
つ
事
は
簡
単
そ
う
で
難
し
い
と
の
こ

と
。「
か
た
よ
ら
な
い
心
」「
こ
だ
わ
ら
な
い

心
」「
と
ら
わ
れ
な
い
心
」
こ
の
三
つ
の
心

の
大
切
さ
。
ま
た
継
続
す
る
事
の
難
し
さ
で

す
。
こ
の
心
が
保
た
れ
て
い
る
か
時
々
自
分

を
見
つ
め
直
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

お
寺
の
境
内
は
芝
生

で
美
し
く
自
然
と
心
が

洗
わ
れ
ま
し
た
。
部
会

員
以
外
で
ご
参
加
頂
い

た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
企
画
の

役
員
さ
ん
お
疲
れ
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
広
報
委
員
　
　
　
　

伊
藤
さ
と
み
）

10
月
23
日（
土
）、
女
性
部
恒
例
日
帰
り
バ
ス
旅
行
は
税
金
ク
イ
ズ
あ
り
、

法
話
あ
り
、
お
買
物
あ
り
の
楽
し
い
一
日
。
又
う
れ
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
!!

デ
ュ
ー
ク
更
家
さ
ん
と
の
交
流
も
あ
り
ま
し
た
。

女
性
部
会
は
茨
城
県
潮
来
市
の
奈
良
薬

師
寺
東
関
東
別
院
水
雲
山
潮
音
寺
に
研
修
に

伺
い
ま
し
た
。
大
谷
徹
奘
副
ご
住
職
に
は
武

蔵
野
法
人
会
会
館
に
続
き
二
回
目
の
ご
法
話

を
頂
き
ま
し
た
。

潮
音
寺
で
は
親
の
恩
を
知
り
、
報
恩
、
感

謝
の
心
を
養
う
事

こ
そ
幸
せ
の
基
と

説
く
「
父
母
恩
重

経
抄
」
の
お
写
経

勧
進
を
し
て
い
ま

す
。
私
達
も
一
人

一
人
頂
き
家
に
帰

り
写
経
と
言
う
貴

重
な
体
験
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
ご
法
話
の
中

で
特
に
教
え
て
頂

い
た
大
切
な
事
が

　
10
月
19
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
法
人
会
館
に
て
「
グ
ル
ー
プ
法

人
税
制
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、
今
年
度
2
回
目
の
研
修
会
を
開
催
。
講

師
に
東
京
税
理
士
会
武
蔵
野
支
部
税
理
士
の
秦
伸
一
氏
を
迎
え
、
約
30
人

が
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

創
設
さ
れ
た
「
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
」
の 

概
要
を
学
ぶ 

税
制
委
員
会 
ミ
ニ
研
修
会 

税
制
委
員
会
の
五
十
嵐
委
員
長
の
挨
拶

に
続
い
て
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
」
は
平
成
22
年

度
税
制
改
正
で
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

１
０
０
％
資
本
関
係
の
あ
る
企
業
グ
ル
ー

プ
を
一
企
業
と
み
な
し
て
課
税
す
る
こ
と

で
グ
ル
ー
プ
内
で
の
資
産
や
資
金
の
移
転

が
課
税
な
し
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
企
業

は
効
率
的
な
事
業
資

産
の
配
置
や
資
金
の

移
転
、
組
織
の
再
編

が
可
能
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

秦
氏
は
、
平
成
13

年
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
連
結
納
税
制
度
が

選
択
制
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
グ
ル
ー

プ
法
人
税
制
は
要
件

に
合
致
す
れ
ば
強
制

適
用
で
あ
る
こ
と
な
ど
相
違
点
を
図
で
示
し

な
が
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
の
主
な
内
容

と
し
て
、
１
０
０
％
グ
ル
ー
プ
内
法
人
間
に

お
け
る
①
資
産
譲
渡
損
益
の
繰
延
べ
、
②
寄

付
金
の
損
金
不
算
入
、
③
受
贈
益
の
益
金
不

算
入
、
④
受
取
配
当
等
の
益
金
不
算
入
、
⑤

株
式
の
発
行
法
人
へ
の
譲
渡
に
係
る
損
益
の

非
計
上
等
制
度
の
詳
細
に
つ

い
て
解
説
し
、
企
業
側
に
お

け
る
本
税
制
の
メ
リ
ッ
ト
を

示
し
ま
し
た
。

後
半
は
、
相
続
税
と
の
関

連
性
か
ら
個
人
寄
付
金
の
制

限
や
、
消
費
税
、
不
動
産
取
得

税
関
連
な
ど
で
講
演
を
締
め

く
く
り
、
窪
田
副
委
員
長
の

謝
辞
に
て
研
修
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

（
税
制
委
員
　
川
口
幸
子
）
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い
ざ
と
い
う
時
に
会
社
や
従
業
員
を 

守
る
危
機
管
理
対
策 

吉
祥
寺
北
第
二
支
部 

研
修
会 

「
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ

B
u
sin

ess

C
ontinuity P

lan

）
の
初
歩
と
企
業
防
災
」

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
地
震
、
水
害
、
感
染
症
な

ど
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
際
、
重
要
業
務
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
、
仮
に
中
断
し
て

も
速
や
か
に
復
旧
・
再
開
で
き
る
よ
う
に
あ

ら
か
じ
め
策
定
し
て
お
く
行
動
計
画
の
こ
と

で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
会

社
や
従
業
員
を
守
る
た

め
に
、
危
機
管
理
を
中

心
に
方
針
を
考
え
、
計

画
、
運
用
、
平
常
時
か
ら

の
教
育
・
訓
練
の
実
施
、

非
常
食
や
物
資
の
定
期

的
な
見
直
し
も
含
め
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
が

重
要
で
す
。
加
え
て
取

引
先
に
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

を
義
務
付
け
る
こ
と
や
、

非
常
時
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
よ
う
、
日

頃
か
ら
社
員
の
イ
メ
ー
ジ
共
有
す
る
こ
と
も

大
切
と
の
こ
と
で
し
た
。

川
本
氏
は
震
災
を
中
心
に
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
解
説
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
途

中
、
参
加
者
が
「
お
ぉ
っ
」
と
ど
よ
め
く
場

面
も
あ
り
、
私
自
身
も
ち
ゃ
ん
と
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
反
省
し
ま

し
た
。

引
き
続
き
ア
ズ
ダ
イ
ニ
ン

グ
に
場
を
移
し
て
の
情
報
交

換
会
で
は
、
窓
ガ
ラ
ス
が
曇

る
ほ
ど
参
加
者
21
人
が
食
べ

て
飲
ん
で
笑
っ
て
の
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。
移
動
中
は
確
か

雨
だ
っ
た
ハ
ズ
で
す
が
、
帰

り
は
降
っ
て
い
た
の
か
記
憶

に
な
い
の
は
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
!?

（
広
報
委
員
　
金
子
美
智
子
）

　
10
月
28
日
（
木
）
午
後
6
時
よ
り
法
人
会
会
議
室
に
て
、
コ
ク
ヨ
Ｓ
＆

Ｔ
㈱
事
業
戦
略
部
防
災
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ｖ
Ｕ
部
長
の
川
本
英
樹
氏
に
よ

る「
事
業
継
続
計
画
の
初
歩
と
企
業
防
災
」と
題
し
た
研
修
会
を
開
催
。
終

了
後
は
懇
親
会
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

シ
、
そ
の
他
ト
ウ
カ
ツ
、
ヌ
シ
（
飯
島
直

子
さ
ん
が
こ
れ
）
の
位
置
付
け
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
マ
ス
コ
ミ
で
の
話
題
に

つ
い
て
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
石
川
遼
の

賞
金
に
は
消
費
税
が
か
か
る
と
い
う
こ

と
。
１
年
目
か
ら
１
千
万
円
以
上
の
賞
金

を
も
ら
っ
て
３
年
目
に
な
る
石
川
選
手

は
、
個
人
事
業
主
と
し
て
消

費
税
の
課
税
対
象
者
で
あ
る

と
の
こ
と
。
ま
た
、
宮
崎
の

口
蹄
疫
の
農
家
へ
の
手
当
金

は
特
例
法
案
で
免
税
さ
れ
る

な
ど
、
興
味
深
い
話
を
中
心

に
楽
し
く
解
説
い
た
だ
き
ま

し
た
。
終
了
後
は
会
議
室
に

て
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
　
五
日
市
文
雄
）

　
10
月
26
日
（
火
）
午
後
6
時
よ
り
法
人
会
会
議
室
に
て
、
櫛
山
武
蔵
野

税
務
署
長
を
講
師
に
招
き
、「
マ
ス
コ
ミ
と
税
」を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開

催
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
マ
ス
コ
ミ
で
話
題
に
な
っ
た
事
例
な
ど
を
取
り
上

げ
、
興
味
深
い
税
の
話
を
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
研
修
会
は
い
つ
も
よ
り
30

分
早
い
午
後
６
時
か
ら
清
水
部
会
長
の
挨

拶
で
ス
タ
ー
ト
。
櫛
山
税
務
署
長
に
は
毎

年
一
度
講
師
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
あ
ま
り
難
し
い
話
に
な
ら
な
い
よ

う
に
テ
ー
マ
を「
マ
ス
コ
ミ
と
税
」と
し
、

米
倉
涼
子
さ
ん
が
出
て
い
る
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
『
ナ
サ
ケ
の
女
』
の
話
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
ド
ラ
マ

は
国
税
局
査
察
官
が

主
人
公
で
、
税
務
調

査
の
際
に
情
報
を
集

め
る
情
報
担
当
の

「
情
」
の
字
か
ら
取
っ

て
ナ
サ
ケ
と
い
う
内

部
名
称
に
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
調
査

の
実
施
担
当
が
ジ
ッ

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ『
ナ
サ
ケ
の
女
』 

マ
ス
コ
ミ
に
見
る
税
の
話 

青
年
部
会 
研
修
会 
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係
が
あ
る
他
の
内
国
法
人
に
対
し

て
支
出
し
た
寄
附
金
の
額
が
あ
る

場
合
に
は
、
そ
の
全
額
を
損
金
不

算
入
と
す
る
と
と
も
に
、
当
該
他

の
内
国
法
人
が
受
け
た
受
贈
益
の

額
に
つ
い
て
そ
の
全
額
を
益
金
不

算
入
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
法
人

の
間
の
寄
附
金
の
損
金
不
算
入

　
内
国
法
人
が
各
事
業
年
度
に
お

い
て
当
該
内
国
法
人
と
の
間
に
法

人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が
あ
る

他
の
内
国
法
人
に
対
し
て
支
出
し

た
寄
附
金
の
額
は
、
当
該
内
国
法

人
の
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額

の
計
算
上
、
損
金
の
額
に
算
入
し

な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
法
人

の
間
の
受
贈
益
の
益
金
不
算
入

　
内
国
法
人
が
各
事
業
年
度
に
お

い
て
当
該
内
国
法
人
と
の
間
に
法

人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が
あ
る

他
の
内
国
法
人
か
ら
受
け
た
受
贈

益
の
額
は
、
当
該
内
国
法
人
の
各

事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算

上
、
益
金
の
額
に
算
入
し
な
い
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
親
法
人
に
よ
る
子
法
人
の
株

式
の
寄
附
修
正

　
法
人
が
有
す
る
当
該
法
人
と
の

間
に
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
法
人

（
以
下
「
子
法
人
」
と
い
い
ま

す
。）
の
株
式
等
に
つ
い
て
次
の

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
事
由
（
寄
附

修
正
事
由
）
が
生
ず
る
場
合
に

は
、
以
下
の
算
式
に
よ
り
計
算
し

た
金
額
を
利
益
積
立
金
額
及
び
そ

の
寄
附
修
正
事
由
が
生
じ
た
時
の

 

Ｑ 

質
問

　
グ
ル
ー
プ
会
社
間
で
資
金
の
移

動
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
税
制
改
正
に
よ
っ
て
新
た
に

制
定
さ
れ
ま
し
た
、
グ
ル
ー
プ
法

人
税
制
に
お
け
る
取
り
扱
い
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

Ａ 

回
答

　
内
国
法
人
が
当
該
内
国
法
人
と

の
問
に
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関

法人税編 

グ
ル
ー
プ
法
人
税
制 

　
100
％
グ
ル
ー
プ
内
の 

　
法
人
間
の
寄
附 

43その 

税務 
よくある相談 

税務よくある相談係 
最終回 

直
前
の
子
法
人
の
株
式
等
の
帳
簿

価
額
に
加
算
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

イ
　
子
法
人
が
他
の
内
国
法
人
か

ら
上
記

の
適
用
が
あ
る
受
贈

益
の
額
を
受
け
た
こ
と

ロ
　
子
法
人
が
他
の
内
国
法
人
に

対
し
て
上
記

の
適
用
が
あ
る

寄
附
金
の
額
を
支
出
し
た
こ
と

〈
算
式
〉

子
法
人
が
受
け
た
上
記

の
適
用
が
あ
る
受
贈
益
の

額
×
持
分
割
合｜

　　
子
法
人
が
支
出
し
た
上
記

の
適
用
が
あ
る
寄
附
金

の
額
×
持
分
割
合

○
完
全
支
配
関
係

　
完
全
支
配
関
係
と
は
、
次
の
２

つ
の
関
係
を
い
い
ま
す
。

イ
　
当
事
者
間
の
完
全
支
配
関
係

　
一
の
者
が
法
人
の
発
行
済
株
式

等
の
全
部
を
直
接
又
は
間
接
に
保

有
す
る
関
係

ロ
　
法
人
相
互
の
完
全
支
配
関
係

　
一
の
者
と
の
問
に
上
記
イ
の
関

係（
当
事
者
間
の
完
全
支
配
関
係
）

が
あ
る
法
人
間
の
相
互
の
関
係

〔
適
用
時
期
〕

　
平
成
22
年
10
月
１
日
以
後
に
支

出
す
る
寄
附
金
の
額
又
は
同
日
以

後
に
受
け
る
受
贈
益
の
額
に
つ
い

て
適
用
さ
れ
、
同
日
前
に
支
出
し

た
寄
附
金
の
額
に
つ
い
て
は
従
来

ど
お
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

【改正前】 グループ 

Ｓ１ 
（法人） 

寄附 

寄附金限度額内で 
損益算入 全額益金算入 

Ｐ 
（法人） 

Ｓ2
（法人） 

（法人） 

（法人） 

（法人） 
寄附 

【改正後】 グループ 

Ｓ１ 

全額損金不算入 全額益金不算入 

Ｐ 

Ｓ2
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吉祥寺第一ホテル

お ぐち す み こ

小口　寿美子さん

最終回  その72

（吉祥寺北第一支部）

東京都出身　32歳　

夫と北区在住

趣味はヨガ、スノーボード

ホ
テ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
は

究
極
の
気
配
り
　

　
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
2
階
の
「
パ
ー
ク
ス
ト
リ
ー
ト
」
は
バ
イ

キ
ン
グ
で
に
ぎ
わ
う
人
気
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。
お
客
様
の
予
約

調
整
や
、
従
業
員
の
指
導
も
務
め
る
小
口
寿
美
子
さ
ん
に
、
お
店

の
ま
と
め
役
と
し
て
の
心
配
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

庭
園
の
よ
う
な

お
店
の
ま
と
め
役
　

吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
は
、
阪
急

阪
神
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の
一
つ

で
吉
祥
寺
を
代
表
す
る
ホ
テ
ル

で
す
。
そ
の
２
階
の
ガ
ラ
ス
張
り

の
吹
き
抜
け
か
ら
は
自
然
光
が

差
し
込
み
、
レ
ス
ト
ラ
ン
「
パ
ー

ク
ス
ト
リ
ー
ト
」
に
は
庭
園
の
よ

う
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
小
口
さ
ん
は
お
客
様

の
案
内
、
サ
ー
ビ
ス
、
予
約
な
ど

の
接
客
業
務
に
加
え
、
従
業
員
の

指
導
な
ど
ま
と
め
役
と
し
て
お
店

を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
は
シ

フ
ト
制
で
「
朝
は
比
較
的
ゆ
っ
く

り
で
11
時
か
ら
、
夜
10
時
ま
で
の

勤
務
で
、
同
業
の
夫
と
の
夕
食
は

夜
中
に
な
り
ま
す
ね
」
と
の
こ
と
。

高
校
生
の
頃
、
石
ノ
森
章
太
郎

さ
ん
の
漫
画
が
原
作
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ド

ラ
マ
『
ホ
テ
ル
』
を
見
て
憧
れ
た

小
口
さ
ん
は
、
日
本
ホ
テ
ル
ス

ク
ー
ル
に
進
み
ま
す
。
フ
ロ
ン
ト

に
立
つ
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
品

川
天
王
洲
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京

シ
ー
フ
ォ
ー
ト
に
入
社
し
ま
す

が
、
配
属
先
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の

サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
で
し
た
。
し

か
し
落
ち
込
む
こ
と
な
く
国
家
資

格
の
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
技
能

士
２
級
を
取
得
。
３
年
前
の
結
婚

を
機
に
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
に
異

動
、
今
で
は
こ
の
仕
事
に
充
実
感

を
感
じ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

お
客
様
の
笑
顔
を

引
き
出
す
仕
事
　

最
初
の
配
属
先
は
オ
フ
ィ
ス
街

の
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

や
Ｏ
Ｌ
、
外
国
人
も
多
く

「
150
席
を
埋
め
る
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
の
接
客
は
ず
っ
と
小

走
り
で
、
ほ
と
ん
ど
運
動

会
状
態
で
し
た
（
笑
）」

そ
ん
な
小
口
さ
ん
が
吉

祥
寺
に
来
て
驚
い
た
の
は

客
層
の
違
い
。
こ
こ
で
は

お
客
様
の
年
齢
も
比
較
的

高
く
ゆ
っ
た
り
し
た
空
気

が
流
れ
て
い
て
、
接
客
の

仕
方
も
勉
強
に
な
っ
た
と

い
い
ま
す
。
３
年
目
を
迎
え
て
よ

う
や
く
ペ
ー
ス
に
慣
れ
、
店
長
と

し
て
売
り
上
げ
な
ど
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
も
勉
強
中
で
す
。

日
々
の
ス
タ
ッ
フ
は
社
員
も
含

め
て
約
10
人
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
す

る
の
は
こ
こ
が
初
め
て
と
い
う
学

生
に
、
挨
拶
と
笑
顔
と
い
っ
た
社

会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
は
じ
め
、

グ
ラ
ス
は
下
の
方
を
持
っ
て
出
す

な
ど
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

の
心
得
も
一
か
ら
指
導
し
ま
す
。

従
業
員
が
働
き
や
す
い
よ
う
に
気

を
配
り
、
少
し
ず
つ
成
長
で
き
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
は
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
休
日
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
見
な
が
ら
の
ヨ
ガ
な
ど
健
康
に

は
留
意
し
て
い
ま
す
。

「
ホ
テ
ル
業
は
究
極
の
気
配
り
だ

と
思
い
ま
す
。
お
客
様
が
求
め
て

い
る
も
の
を
先
に
感
じ
取
っ
て
声

を
か
け
、
あ
り
が
と
う
、
今
頼
も

う
と
思
っ
て
い
た
の
よ
、
と
笑
顔

で
言
わ
れ
る
時
が
こ
の
仕
事
の
醍

醐
味
で
す
ね
。」
言
葉
を
選
び
な

が
ら
真
っ
直
ぐ
に
答
え
る
姿
勢
に

誠
実
な
人
柄
が
伺
え
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
お
店
の
中
の
雰
囲
気
作

り
、
季
節
の
演
出
な
ど
も
考
え
て

い
け
れ
ば
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　（
談
）

吉祥寺第一ホテル

株式会社  阪急阪神ホテルズ

住　所　武蔵野市吉祥寺本町２―４―14

電　話　０４２２―２１―４４１１（代）

ＦＡＸ　０４２２―２１―８２６９
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大
人
に
な
っ
た
今
、

　
　
見
守
る
順
番
が
来
た

第７2走者　

　

次
回
は
谷
口
清
一
さ
ん

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
す
。

小
金
井
祭
典
株
式
会
社   

　

是 

枝
　
嗣 

人

（
小
金
井
北
支
部
）

薬
物
乱
用
防
止
の

啓
発
イ
ベ
ン
ト

去
る
10
月
16
日
（
土
）、
17
日

（
日
）都
立
小
金
井
公
園
で
行
わ

れ
た
小
金
井
市
民
ま
つ
り
。
そ

の
１
日
目
に
、
私
の
参
加
し
て

い
る
「
子
ど
も
た
ち
を
薬
害
か

ら
守
る
実
行
委
員
会
」（
以
下
、

実
行
委
員
会
）
で
は
、
市
内
の

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
50
人
と

大
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
80
人
を
集

め
、
来
園
者
を
対
象
に
薬
物
乱

用
防
止
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
３
回
目
を

数
え
て
お
り
、
中
学
生
（
一
部

高
校
生
）
２
人
１
組
に
大
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
付
き
、
来
園
者

に
薬
物
使
用
者
の
症
状
な
ど
に

関
す
る
ク
イ
ズ
や
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
る
と
い
う
も
の
だ
。
見
ず

知
ら
ず
の
人
に
い
き
な
り
声
を

か
け
る
と
い
う
、
中
高
生
に
は

か
な
り
ハ
ー
ド
な
内
容
で
あ
る
。

今
は
中
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
時

間
が
あ
り
、
応
募
要
項
で
内
容

を
知
っ
て
集
ま
っ
た
生
徒
た
ち

で
は
あ
る
が
表
情
は
硬
い
。
開

会
式
・
閉
会
式
で
司
会
を
務
め

る
私
は
少
し
く
だ
け
た
前
説
を

す
る
。
我
が
実
行
委
員
会
メ
ン

バ
ー
に
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

て
も
決
し
て
生
徒
の
前
で
こ
わ

ば
っ
た
顔
を
し
な
い
、
と
い
う

ル
ー
ル
が
あ
る
の
だ
。

そ
ん
な
中
、
市
長
や
教
育
長

の
硬
い
挨
拶
、
実
行
委
員
の
説

明
に
生
徒
た
ち
の
表
情
は
ま
す

ま
す
こ
わ
ば
る
。
が
、
そ
こ
は

こ
な
れ
た
実
行
委
員
長
、
生
徒

た
ち
を
立
た
せ
て
「
薬
物
乱
用

は
、
ダ
メ
、
ゼ
ッ
タ
イ
」と
大
声

で
２
回
。
こ
れ
で
覚
悟
も
決
ま

り
、
生
徒
た
ち
は
順
次
出
発
し

て
い
っ
た
。

 

こ
れ
か
ら
は
見
守
る
番

　
閉
会
式
会
場
で
待
っ
て
い

る
と
、
戻
っ
て
く
る
生
徒
た
ち

の
顔
は
安
堵
感
と
達
成
感
で
ニ

コ
ニ
コ
。
感
想
も
、「
は
じ
め
は

戸
惑
っ
た
け
ど
真
剣
に
話
を
聞

い
て
（
ア
ン
ケ
ー
ト
に
）
答
え

て
く
れ
る
の
が
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
」
な
ど
、
う
れ
し
い
声

ば
か
り
。
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
で
も
、「
子
ど
も
よ
り
も
大

人
の
方
が
薬
物
の
知
識
が
な
い

の
で
び
っ
く
り
し
た
」
な
ど
、

生
徒
の
本
音
も
聞
け
た
。

先
に
も
述
べ
た
が
、
こ
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
目
的
は
２
つ
。
ひ
と

つ
は
も
ち
ろ
ん
薬
害
の
恐
ろ
し

さ
を
市
民
に
訴
え
薬
物
の
乱
用

を
防
止
す
る
こ
と
。
そ
し
て
影

の
テ
ー
マ
は
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
と
成
長
。
閉
会
式
の
生
徒
た
ち

の
照
れ
笑
い
の
中
に
、
確
か
に
そ

の
成
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

子
ど
も
の
頃
、
生
意
気
な
私

は
親
や
周
り
の
大
人
に
あ
ま
り

頼
ら
ず
に
勝
手
に
成
長
し
て
い

る
気
で
い
た
。
し
か
し
大
人
に

な
る
に
つ
れ
、
ま
た
人
の
親
に

な
り
、
た
く
さ
ん
の
大
人
に
見

守
ら
れ
育
て
ら
れ
、
気
づ
か
さ

れ
成
長
し
て
き
た
こ
と
を
知
っ

た
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
た
ち
が

わ
が
子
を
含
め
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
を
見
守
る
番
が
来
た
の

だ
な
あ
、
と
思
う
秋
の
１
日

だ
っ
た
。
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た
か

は
し

み
つ

お

高 

橋
　
光 

夫
　

さ
ん

その31の @

（
三
鷹
東
支
部
）

事
業
を
拡
大
、

　
　
　
　
社
名
も
改
称

東
和
ラ
ン
ド
テ
ッ
ク
㈱
　
会
長

最終回

　
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
意
識
を

　
常
に
持
つ
こ
と

　
昭
和
か
ら
平
成
と
な
り
、
町
の
植
木
屋
か
ら
緑
化
産
業
へ
と
扱
う

事
業
も
変
化
し
て
、
大
手
取
引
先
か
ら
の
指
名
も
増
え
ま
し
た
。
信

用
も
得
て
、
造
園
業
と
し
て
事
業
拡
大
す
る
な
か
、
社
名
も
東
和
ラ

ン
ド
テ
ッ
ク
株
式
会
社
に
改
称
。
高
橋
さ
ん
は
会
長
と
な
っ
た
今
も
、

若
手
社
員
に
樹
木
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
説
い
て
い
ま
す
。

植
木
屋
か
ら
緑
化
産
業
へ

　
緑
の
需
要
も
伸
び
て
、
昭
和

60
年
に
は
栃
木
県
高
根
沢
町

に
生
産
農
場
も
作
り
ま
し
た
。

造
園
土
木
、
設
計
、
施
工
管
理
、

緑
に
よ
る
室
内
イ
ン
テ
リ
ア
、

緑
の
リ
ー
ス
等
々
、
大
手
の
取

引
先
も
増
え
て
事
業
も
拡
大
。

平
成
10
年
、
東
和
植
物
園
か
ら

「
東
和
ラ
ン
ド
テ
ッ
ク
」に
社
名

変
更
し
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

の
竹
中
工
務
店
さ
ん
の
仕
事

で
、
六
本
木
の
森
ビ
ル
や
東
京

オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
な
ど
に
関
わ
り

ま
し
た
。
人
工
的
な
場
所
に
植

物
を
植
栽
す
る
の
で
、
給
排
水

に
も
気
を
遣
い
ま
す
。
都
心
に

植
え
る
た
め
に
人
工
地
盤
に
耐

え
う
る
木
と
か
、

屋
上
に
木
を
植
え

る
た
め
に
軽
量
の

土
や
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
堆
肥
な
ど
も
研

究
し
て
い
ま
す
。

　
木
は
、
た
だ
植

え
り
ゃ
い
い
っ
て

モ
ノ
じ
ゃ
な
い
で

す
。
状
態
を
常
に

観
察
し
て
維
持
す

る
こ
と
。
土
壌
が

合
っ
て
い
る
か
ど

う
か
、
具
合
が
悪

い
時
は
な
ぜ
こ
う

な
る
の
か
、
原
因

の
追
及
と
早
急
な
手
当
て
。
こ

れ
が
大
切
で
す
。

　
緑
化
事
業
は
ト
ッ
プ
の
姿
勢

が
肝
心
で
す
。
上
に
立
つ
人
の

意
識
が
高
い
と
、
緑
化
事
業
も

木
も
長
持
ち
し
ま
す
よ
。
ま
ち

づ
く
り
で
も
同
じ
で
す
。
あ
れ

こ
れ
政
策
を
変
更
し
な
い
で
、

政
治
面
で
も
一
貫
性
を
持
っ
て

緑
化
維
持
に
働
き
か
け
て
も
ら

い
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
町
の
樹

る
こ
と
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

意
識
を
高
く
持
つ
こ
と
。
そ
れ
が

信
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
土
地
の
者
だ
か
ら
、
私
も
い
ろ

い
ろ
な
役
を
や
り
ま
し
た
よ
。
青

年
団
や
消
防
団
の
団
長
、
小
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
日
本
造
園
組

合
理
事
、
保
護
司
、
武
蔵
野
法
人

会
会
長
、
ほ
か
に
も
…
結
構
忙
し

か
っ
た
ね
（
笑
い
）。

　
趣
味
の
茶
道
は
、
日
本
庭
園
を

手
掛
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

は
じ
め
ま
し
た
。
妻
が
茶
道
を
や

る
の
で
茶
室
も
あ
り
ま
す
よ
。
忙

し
い
合
間
を
縫
っ
て
月
に
３
回

ほ
ど
、
男
性
ば
か
り
の
ク
ラ
ス
で

気
楽
に
習
っ
て
い
ま
す
。

　
会
社
は
息
子
た
ち
、
兄
弟
仲
よ

く
や
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
、

私
も
あ
ま
り
後
が
な
い
で
す
か

ら
ね
（
笑
い
）。
造
園
の
プ
ロ
と

し
て
の
心
構
え
は
、
お
客
様
に
は

誠
心
誠
意
、
尽
く
す
こ
と
。
こ
れ

か
ら
も
若
手
に
は
指
導
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
よ
。

（
談
）

木
も
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す

ね
。お

客
様
に
は
誠
心
誠
意
、

木
は
常
に
観
察
す
る
こ
と

　
私
は
自
分
で
手
掛
け
た
仕
事

は
定
期
的
に
見
て
回
り
ま
す
。
お

客
さ
ん
に
当
て
に
さ
れ
て
い
ま

す
し
、
私
も
仕
事
が
好
き
な
ん
で

す
よ
。
個
人
で
も
会
社
で
も
、
お

客
さ
ん
の
立
場
で
も
の
を
考
え
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社団法人 武蔵野法人会
会員並びにご家族の皆様へ

　　

葬祭企業との業務提携について（再度のご案内）

　なお、武蔵野法人会と業務提携をいたしました葬祭企業様は、以下の７社様と

なっておりますので、あらためまして会員の皆様にお知らせいたします。

　葬祭企業提携一覧 （順不同）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　株式会社あさの 所在地　三鷹市井の頭2－ 8－ 2 Tel：0422－ 47－ 5000

　株式会社A‘ZUMA　 所在地　三鷹市上連雀2－ 5－ 15 Tel：0422－ 49－ 0001

　株式会社奥野式典 所在地　三鷹市野崎2－ 20－ 12 Tel：0422－ 39－ 6155

　株式会社セレモアつくば 所在地　三鷹市新川5－ 16－ 10　 Tel：0422－ 41－ 1121

　多摩式典株式会社 所在地　小金井市中町4－ 4－ 8 Tel：042－ 381－ 0832

　小金井祭典株式会社 所在地　小金井市本町5－ 32－ 19 Tel：042－ 207－ 7739

　株式会社三晃  小金井店 所在地　小金井市本町1－ 6－ 16－ 202 Tel：042－ 369－ 9921

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　厚生サービス事業の充実のため、昨年６月１日付にて葬祭企業様と業務提携を

いたしております。会員と従業員、家族及びその親族の弔事に関する福利厚生の一

環としてご利用願います。ご利用にあたりましては、武蔵野法人会会員であること

をお申し出下さい。

　いずれの葬祭企業様より、法人会会員割引など会員特典サービスの提供を受け

られます。

武蔵野法人会ライフクラブについて

　武蔵野法人会広報紙（2010年９月号）に、葬祭企業提携先の１社であります

株式会社セレモアつくば様が折り込み広告で会員募集致しました「武蔵野

法人会ライフクラブ」は、武蔵野法人会の本部事業ではありません。セレモア

つくば様独自の事業（オリジナル商品）です。



法人会の基本的指針
法人会はよき経営者をめざすものの団体として、会員の積

極的な自己啓発を支援し、納税意識の向上と企業経営および

社会の健全な発展に貢献します。

《法人会のキャッチフレーズ》

めざします　企業の繁栄と社会への貢献

ほうじん ｢むさしの｣ 11・12月合併号 
発行　社団法人　武蔵野法人会 
〒180-0006 
武蔵野市中町2－11－13（三鷹ビル3階） 

TEL. 0422-51-1441㈹ FAX. 0422-55-5544 
Ｅ-mail : mhoujin@parkcity.ne.jp 

武蔵野法人会会員総数＝3,708名 

加入率＝53.2％（2010年10月末現在） 
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11 
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11月の    行事予定表 

事業委員会 
青年部会　役員会 
女性部会　役員会・研修会 
（文化の日） 
 
源泉部会　年末調整説明会 
三鷹東支部　日帰り研修旅行 
 
 
小金井２支部合同日帰り研修旅行 
総務委員会 
吉祥寺北第二支部　役員会 
三鷹東支部　役員会 
納税表彰式 
常任理事会・理事会 
 
 
不動産賃貸経営部会　役員会 
三法連青連協　部会長会議 
新設法人説明会 
税を考える週間記念講演会 
三鷹市政懇談会 
 
 
 
 
 
（勤労感謝の日） 
広報委員会 
 
決算法人説明会 
小金井市政懇談会 
三鷹西支部　役員会 
「小金井桜」落葉回収作戦 
 
武蔵野４支部合同研修会 

（2010年11月10日現在） 
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8 
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10 
11 
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26 
27 
28 
29 
30 
31

12月の    行事予定表 

 
不動産賃貸経営部会　研修会 
 
青年部会　クリスマス家族会 
 
青年部会　役員会 
女性部会　役員会・研修会 
三法連　正副会長会議 
税制委員会 
吉祥寺北第二支部　役員会 
事業委員会 
吉祥寺南支部　役員会 
総務委員会 
 
 
 
 
広報委員会 
常任理事会・理事会 
 
新設法人説明会 
 
 
 
 
決算法人説明会 
（天皇誕生日） 
 

（2010年11月10日現在） 
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広告：吉祥寺東急イン




